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１ 組織 
 

(ア) 会員状況（2007年 3月 31日） 
 

 口数 金額 
賛助会員 102口 5,100,000円 
アファン会員 740口 3,700,000円 

 
 
(イ) 役員等（敬称略・順不同：2006年 3月現在） 
 
理事・幹事・評議員 
 理事長      Ｃ.Ｗ. ニコル       評議員        梅崎 義人 
 専務理事     森田 いづみ                   大熊 孝 
 常務理事     松木 信義                                  関口 鉄夫 
 理 事      大槻 幸一郎                                瀬田 信哉 
          金子 与止男                                武田 徹 
          谷  達雄                                茅野 實    
          野口 理佐子                               星野 佳路 
          高見 裕一                                  前河 正昭 
          林  秀剛                                  前田 利彦 
          山瀬 一裕                                  横谷 幸 
          アリスター・ドライバー            
幹 事      畠田 洋平                                   

          吉田 寛   
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２ 会議 
 

 
(ア) 理事会 
 
○日時     2005年 5月 30日（火） 13：40～15：30 
○出席者数   理事総数 10名 幹事 2名  

出席者数 11名（内委任状 1名） 
○審議事項    2005年度事業報告（案）について 
        2005年度会計報告（案）について 
        2006年度事業計画（案）について 
        2006年度収支予算（案）について 
        任期満了に伴う役員再任について 
        新理事就任について 
        事業用借地権について 

 
(イ) 評議員会 
○日時     2005年 5月 30日（火） 15：40～17：00 
○出席者数   評議員総数 11名 
        出席者数 9名(内委任状 6名) 
○審議事項   2006年度事業計画について 
        2006年度収支予算について 
        任期満了に伴う役員再任について 
        新理事就任について 
        事業用借地権について 
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３ 各事業報告 

 
 
(ア) トラスト活動 
 

2006年度は、南東側に隣接する山林 7,859㎡（約 2,377坪）を取得した。（図３-①） 
 

 
2007年 3月 31日現在 

171,835㎡（約 51,980坪） 
 

図 ３-① 今年度トラスト地 
 
 

 

アファン 
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３ 各事業報告 

 
 
(イ) 自然環境調査 
 
今年度実施した調査および作業項目を一覧に示した。また、各調査については別紙資料

にまとめた。ここでは調査結果の概要と考察できる事項を記す。（表 3-a、3-b） 
 

① 植物類 
 
昨年度トラストにより取得した地域の植物相を調査し、植生図を改訂した。 
2004 年 5 月に植樹した苗木 515 本について生育状況を調べたところ、約 3/4 である 391

本に幹折れや食害などの被害があった。この被害のあった苗木のうちウサギやネズミ類の

食害と思われるものは 7.6%と低く、苗木そのものがなくなってしまっている、枯死してい
るなどは約 25%（1/4）であった。昨年度よりも完全に幹が折れてしまった苗木が多く、被
害状況も重いことが分かった。2005 年 12 月の降雪は例年よりもとても多く、被害も大き
くなったと思われる。 

 
また、10月にこれらの苗木の生長度合いを調査したところ、全体の約 58%が良好に成長

していた。林内から移植したコナラも、購入したコナラも成長の度合いに大きな変化はな

く、どちらも昨年よりも成長度合いは大きい結果（樹高約 40cm、地際直径約 4mm）とな
った。今後もモニタリングを継続していく。 

 
継続調査として実施しているシードトラップでの堅果類（ドングリ）の生産量調査では、

昨年の約 1.5 倍の結実量だったが、そのほとんどが芽吹きの期待できないものであった。
芽吹きの期待できないドングリの約 1/3 にチョッキリ類の痕跡が確認できた。昨年同様ト
ラップを設置（9 月上旬）する以前にチョッキリ類により落とされたドングリが例年より
とても多い印象がある。 
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３ 各事業報告 

 
 
 
表 ３-a 2005年度自然環境調査項目（植物） 

分類 調査項目 
実施 
時期 

概要 

植生図の改訂 
【別紙 資料 1】 

－ トラストにより取得した場所の植生を

調べ、植生図に反映した。 
植樹苗状況調査（継続調査） 
【別紙 資料 2】 

6月 苗木の雪害、食害の状況を調べた。 

堅果類生産量計測（継続調査） 
【別紙 資料 4】 

9月 
～11月 

シードトラップを設置し、計測した。 

希少及び資源樹木計測（継続調査） 
 

10月 胸高直径及び幹周を計測した。 

常設区樹木計測（継続調査） 10月 立木の胸高直径を計測した。 

植物 

植樹苗計測（継続調査） 
【別紙 資料 3】 

10月 2004年 5月に植樹した苗木の地際直径、
樹高を計測した。 
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３ 各事業報告 

 
 

② 動物類 
 
今年度は 2 羽のフクロウが巣箱から巣立った。4 年間で合計 9 羽のヒナが巣立ったこと

になる。フクロウの繁殖を支える多様な環境が安定して維持されていると考えられる。繁

殖期（5～7月）の鳥類相の調査からも昨年度との鳥類相の変化はなく、適度な整備作業に
より環境が維持されていることがうかがえる。また、キビタキ、ヒヨドリ、イカルがアフ

ァンの森の典型的な種であることが確認された。 
 
ヤマネの巣箱調査より、繁殖には利用されなかったもののヤマネの巣材が確認できたこ

とから、繁殖期にアファンの森でヤマネの生息が確認できた。一方、今年度もコウモリの

利用確認のため巣箱を設置したが、個体や痕跡の確認はできなかった。水環境が豊富でカ

やブヨなどが多く生息しているので、コウモリの生育環境の創造という視点から巣箱の利

用を考えたい。 
ツキノワグマの追跡調査を実施するため、アファンの森内に捕獲檻を設置したがツキノ

ワグマは掛からなかった。 
 
造成された水路の水生生物調査では、13目 26科 35種の生物を確認できた。1回の調査

で確認された種数としては多いと思われ、トンボ類だけを取ってみても多様な水辺・湿地

環境を創出できていることがうかがえる。 
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３ 各事業報告 

 
 
表 ３-b 2005年度自然環境調査項目（動物、その他） 

繁殖期の鳥類相調査（継続調査） 
【別紙 資料 5】 

5月 
～7月 

 

鳥類センサス（継続調査） 
 

5月 
～11月 

センサスにより、種のリストアップを行

った。 
鳥類巣箱調査（継続調査） 
【別紙 資料 6】 

－ 常設の巣箱の利用状況を確認した。 

フクロウ営巣調査（継続調査） 
【別紙 資料 7】 

4月 
～6月 

巣箱に CCD カメラを設置し映像解析、
及び、巣箱に残されたペリットの分析を

コウモリ巣箱調査（継続調査） 
【別紙 資料 8】 

7月 
～11月 

巣箱を設置し、利用度を調べた。 

ヤマネ巣箱調査（継続調査） 
【別紙 資料 9】 

8月 
～12月 

巣箱を設置し、利用度を調べた。 

甲虫類トラップ調査（継続調査） 
 

7月 
～10月 

樹木に設置した墜落缶トラップによる

捕獲。 
ツキノワグマの捕獲檻設置 10月 

～11月 
追跡調査実施のため捕獲檻設置。 

水生生物調査（継続調査） 
【別紙 資料 10】 

11月 2004 年に造成した水路にて、水生生物
を捕獲しリストアップした。 

動物 

定点観測（継続調査） 
 

－ 自動撮影装置による観測。 

地質、地下水調査まとめ 
【別紙 資料 11】 

－ これまでの実地調査データをまとめ、考

察した。 
他 

気象観測（継続調査） 
【別紙 資料 12】 

12月 気象観測装置を設置し、気温、湿度、光

量のデータを蓄積し始めた。 
 
 

③ その他 
 
地質調査をまとめたところ、アファンの地質は 4種からなり 3方向から表流水または湧

き水が供給されていることが分かりました。【別紙 資料 11】 
2005年 12月より、常設調査区ˉ1に気象観測装置（気温、湿度、光量）を設置し、計測を
開始しました。また、GISを導入し、現在これまでのデータを入力中である。【別紙 資料
12、13】 
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３ 各事業報告 

 
 

(ウ) 森林維持管理整備 
 
本年度の森林整備内容は、これまでどおり必要最低限の施行を実施しつつ、前年秋間伐

地への植樹を行なうとともに、2005年度トラスト完了地の整備が中心となった。トラスト
完了地より伐採した不要木を有効利用するため、3 年ぶりに炭焼きを行なった。また、前
年秋間伐材をチップにし、前年に引き続き利用頻度の高い場所へ敷いた。【別紙 資料 14、
15】 
 

① 植樹 
 
 前年度、間伐地を中心に植樹を行なった。林内からの移植樹種、及び地元森林組合から

購入した苗木、合計 20種 572本を植樹した。 
 移植樹種は樹高 3m以上のものを数本含み、購入樹種は樹齢 1～3年生のものとした。  
作業は経験のあるボランティアの方々にもお手伝いいただき、4 月末から 5 月上旬にか

けて行なわれた。11月下旬にも 36本の林内からの移植作業を行なった。 
 

  
購入苗の植樹作業 樹高 3m以上の木の移植作業 
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３ 各事業報告 

 
 

② トラスト完了地の整備 
 
2005 年度トラスト完了地 37,788 ㎡の藪刈り作業を行なった。そのうち約 14,500 ㎡を中

心に、藪刈り後の整理伐・間伐・地ごしらえなどを行なった。この場所は 40 年以上放置さ

れていたために、立木はつるが絡み付き枯死や幹折れ、形質劣化をおこしていた。 

切り出した材は炭焼き・ホダ木として有効利用した。 

  

  

トラスト地 整備前 トラスト地 整備後 

  

藪片付け作業 片付け作業終了後 
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３ 各事業報告 

 
 

③ 炭焼き 
 
 トラスト完了地の整備に伴い多くの不要木の伐採やナラの間伐を行なう必要があり、材

の有効利用として炭焼きを行なった。古い窯を作り直し、オニグルミ・クワ・アブラチャ

ンなどの材で炭を焼き、窯を乾燥させ熱を持った良い状態にし、間伐したナラで本格的な

炭焼きを行なった。 

ナラ炭約 900kg を焼いた。 

 

 
  

窯造り ナラ材 窯だし 

 

 




